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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部と
　前記挿入部の挿入方向先端側の先端部に設けられた第１の観察窓と、
　前記先端部に設けられた第２の観察窓と、
 前記第１の観察窓の光軸中心から所定の距離離間して設けられ、前記第１の観察窓に向
けて流体を送出する第１の送出部と、
 前記第２の観察窓の光軸中心から前記所定の距離と同等の距離離間して設けられ、前記
第２の観察窓に向けて前記第１の送出部と同一の供給方向に流体を送出する第２の送出部
と、
 を有することを特徴とする立体内視鏡。
【請求項２】
　前記第１の送出部は、前記先端部に位置する第１のノズル部に設けられており、
　前記第２の送出部は、前記先端部に位置する前記第１のノズル部とは異なる第２のノズ
ル部に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の立体内視鏡。
【請求項３】
　前記第１の送出部及び前記第２の送出部は、前記先端部に位置する１つのノズル部に設
けられていることを特徴とする請求項１に記載の立体内視鏡。
【請求項４】
　前記第１の送出部から前記第１の観察窓に送出される単位時間当たりの流体の流量は、
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前記第２の送出部から前記第２の観察窓に送出される単位時間当たりの流体の流量と等し
くなるよう設定されていることを特徴とする請求項１に記載の立体内視鏡。
【請求項５】
　前記第１の送出部に該第１の送出部に流体を供給する第１の送気送水管路が接続されお
り、前記第２の送出部に該第２の送出部に流体を供給するとともに前記第１の送気送水管
路に連通する第２の送気送水管路が接続されており、
　前記第１の送気送水管路と前記第２の送気送水管路とは流路径が等しいことを特徴とす
る請求項１に記載の立体内視鏡。
【請求項６】
　前記挿入部内において前記第１の観察窓よりも前記挿入方向の後方に位置する、前記第
１の観察窓を介して前記被検部位が第１の観察画像として結像されるとともに前記第１の
観察画像の上方向を規定する第１の撮像素子と、
　前記挿入部内において前記第２の観察窓よりも前記挿入方向の後方に位置する、前記第
２の観察窓を介して前記被検部位が第２の観察画像として結像されるとともに前記第２の
観察画像の上方向を規定する第２の撮像素子と、
　をさらに具備し、
　前記第１の送出部は、前記第１の観察窓に対して、前記第１の撮像素子によって規定さ
れた前記上方向または前記上方向とは反対の前記第１の撮像素子によって規定された前記
第１の観察画像の下方向に位置しており、
　前記第２の送出部は、前記第２の観察窓に対して、前記第２の撮像素子によって規定さ
れた前記上方向または該上方向とは反対の前記第２の撮像素子によって規定された前記第
２の観察画像の下方向に位置していることを特徴とする請求項１に記載の立体内視鏡。
【請求項７】
　前記第１の送出部から前記第１の観察窓に送出される流体及び前記第２の送出部から前
記第２の観察窓に送出される流体の前記供給方向は、前記第１の撮像素子及び前記第２の
撮像素子の前記上方向となる側及び前記下方向となる側を結ぶ方向に平行な方向であるこ
とを特徴とする請求項６に記載の立体内視鏡。
【請求項８】
　前記第１の送出部から前記第１の観察窓に送出される流体及び前記第２の送出部から前
記第２の観察窓に送出される流体の前記供給方向は、前記第１の撮像素子及び前記第２の
撮像素子の前記上方向となる側及び前記下方向となる側を結ぶ方向に対して設定角度交差
する方向に平行な方向であることを特徴とする請求項６に記載の立体内視鏡。
【請求項９】
　前記先端部において、前記第１の観察窓に対して前記上方向または前記下方向に、前記
被検体内を照明する第１の照明レンズが設けられているとともに、前記第２の観察窓に対
して前記上方向または前記下方向に、前記被検体内を照明する第２の照明レンズが設けら
れており、
　前記第１の送出部は、前記先端部を平面視した際、前記第１の観察窓と前記第１の照明
レンズとの間の領域から前記交差する方向に沿ってずれて位置しているとともに、前記第
２の送出部は、前記第２の観察窓と前記第２の照明レンズとの間の領域から前記交差する
方向に沿ってずれて位置していることを特徴とする請求項８に記載の立体内視鏡。
【請求項１０】
　前記第１の送出部及び前記第２の送出部は、前記先端部に設けられていることを特徴と
する請求項１に記載の立体内視鏡。
【請求項１１】
　前記挿入部の外周に、シースが被覆されており、
　前記第１の送出部及び前記第２の送出部は、前記シースの前記挿入方向の先端に設けら
れていることを特徴とする請求項１に記載の立体内視鏡。
　
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内の被検部位の立体像を撮像する立体内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
 近年、被検体内の被検部位の立体像を撮像する、所謂立体内視鏡が周知である。立体内
視鏡は、挿入部の先端面に第１及び第２の対物レンズがそれぞれ設けられている。また、
立体内視鏡は、挿入部の挿入方向の先端（以下、単に先端と称す）内に、被検部位が各対
物レンズを介してそれぞれ結像される第１及び第２の撮像素子が設けられている。
【０００３】
 立体内視鏡が接続された外部装置は、モニタに第１の撮像素子に結像された第１の観察
画像と、第２の撮像素子に結像された第２の観察画像とを交互に繰り返し表示する。観察
者は、モニタに繰り返し表示される第１の観察画像及び第２の観察画像を、専用の立体視
眼鏡を介して一方の目で第１の観察画像のみを観察し他方の目で第２の観察画像のみを観
察する。このことにより、観察者は、被検部位を立体視することができる。
【０００４】
 ここで、挿入部を被検体内に挿入すると、先端面に設けられた各対物レンズのレンズ面
に汚れが付着してしまったり、曇りが発生してしまったりする可能性がある。各対物レン
ズのレンズ面に汚れが付着したり曇りが発生してしまったりすると、各観察画像において
被検部位の見え方が異なる可能性があった。
【０００５】
 そこで、日本国第特開平６－１５４１５５号公報には、１つまたは一対のノズル部が挿
入部の先端面に設けられた構成が開示されている。日本国第特開平６－１５４１５５号公
報に記載の１つまたは一対のノズル部は、各対物レンズのレンズ面に対してそれぞれ流体
を供給することにより、各対物レンズのレンズ面の汚れや曇りを除去する。
【０００６】
 また、日本国第特開２０００－１００２２号公報にも、一対のノズル部が挿入部の先端
面に設けられた構成が開示されている。日本国第特開２０００－１００２２号公報に記載
の一対のノズル部は、各対物レンズのレンズ面に対してそれぞれ流体を供給することによ
り、各対物レンズのレンズ面の汚れや曇りを除去する。
【０００７】
　しかしながら、日本国第特開平６－１５４１５５号公報に開示された先端面に一対のノ
ズル部が設けられた構成においては、第１のノズル部から第１の対物レンズのレンズ面に
流体を供給する方向と、第２のノズル部から第２の対物レンズに流体を供給する方向とが
異なっている。
【０００８】
　このため、被検部位の観察中に、各対物レンズのレンズ面に各ノズル部から流体を供給
すると、各対物レンズのレンズ面を流れる流体の方向が異なる。よって、各観察画像にお
いて被検部位の見え方が異なってしまい、不自然な立体像となる結果、観察者の目が疲れ
てしまうといった問題があった。
【０００９】
　また、日本国第特開平６－１５４１５５号公報に開示された先端面に１つのノズル部が
設けられた構成においては、各対物レンズに対する流体の供給方向は同じとなる。
【００１０】
　しかしながら、ノズル部に近接して位置する第１の対物レンズと、ノズル部から離間し
て位置する第２の対物レンズとでは、ノズル部から供給される流体の供給速度、供給強さ
が異なってしまう。即ち、各対物レンズのレンズ面に対して流体が均一に供給されなくな
ってしまう。このため、やはり、各観察画像において被検部位の見え方が異なってしまい
、不自然な立体像となる結果、観察者の目が疲れてしまうといった問題があった。
【００１１】
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　さらに、各観察画像の左右方向に相当する側から各対物レンズのレンズ面に対して流体
が供給される。その結果、観察者は各観察画像の左右方向に流体が流れる画像を見ること
になる。一般的に、流体は上下方向に流れるほうが自然に感じるため、左右方向に流体が
流れる画像に観察者が違和感を覚えてしまうといった問題もあった。
【００１２】
　また、日本国第特開２０００－１００２２号公報に開示された先端面に一対のノズル部
が設けられた構成においても、第１のノズル部から第１の対物レンズに流体を供給する方
向と、第２のノズル部から第２の対物レンズに流体を供給する方向とが異なっている。具
体的には、１８０°異なっている。
【００１３】
　このため、被検部位の観察中に、各対物レンズのレンズ面に各ノズル部から流体を供給
すると、各対物レンズのレンズ面を流れる流体の方向が１８０°異なる。
【００１４】
　このため、各観察画像において被検部位の見え方が異なってしまい、不自然な立体像と
なる結果、日本国第特開平６－１５４１５５号公報と同様に、観察者の目が疲れてしまう
といった問題があった。
【００１５】
 本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、各観察画像を観察中に流体の供給に
より各対物レンズのレンズ面の汚れや曇りを除去する場合であっても、観察者が観察しや
すい立体内視鏡を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の一態様による立体内視鏡は、被検体内に挿入される挿入部と前記挿入部の挿入
方向先端側の先端部に設けられた第１の観察窓と、前記先端部に設けられた第２の観察窓
と、前記第１の観察窓の光軸中心から所定の距離離間して設けられ、前記第１の観察窓に
向けて流体を送出する第１の送出部と、前記第２の観察窓の光軸中心から前記所定の距離
と同等の距離離間して設けられ、前記第２の観察窓に向けて前記第１の送出部と同一の供
給方向に流体を送出する第２の送出部と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第１実施の形態の立体内視鏡を具備する内視鏡装置の構成を概略的に示す図
【図２】図１の内視鏡装置のブロック図
【図３】図１、図２の表示ユニットに被検部位の第１の観察画像または第２の観察画像が
表示されている状態と、第１の撮像素子または第２の撮像素子に被検部位が第１の観察画
像または第２の観察画像として結像された状態とを並べて示す図
【図４】図１のIV線で囲った挿入部の先端面の拡大平面図
【図５】図４中のV-V線に沿う内視鏡の挿入部の先端側を、一部を断面にして示す図
【図６】図４中のVI-VI線に沿う内視鏡の挿入部の先端側を、一部を断面にして示す図
【図７】図６の第１のノズル部及び第２のノズル部に流体を供給する管路構成の変形例を
、内視鏡の挿入部の先端側ととともに一部を断面にして示す図
【図８】図１の内視鏡の操作部に設けられた送気送水切り換え装置の構成の概略を示す部
分断面図
【図９】図４の先端面において第１のノズル部及び第２のノズル部が、第１の撮像素子及
び第２の撮像素子の上方向となる側と下方向となる側とを結ぶ方向に対して設定角度交差
する方向にずれて位置している変形例を示す挿入部の先端面の拡大平面図
【図１０】図４の先端面における第１の照明レンズ及び第２の照明レンズの配置位置を、
第１の対物レンズ及び第２の対物レンズを基準として決める変形例を示す挿入部の先端面
の拡大平面図
【図１１】第２実施の形態の立体内視鏡の挿入部の先端面を、シースの先端面とともに示
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す平面図
【図１２】図１１中のXII-XII線に沿う挿入部の先端側をシースとともに示す部分断面図
【図１３】図１１のノズル部の変形例の構成を、立体内視鏡の挿入部の先端面及びシース
の先端面とともに示す平面図
【図１４】図１３中のXIV-XIV線に沿う挿入部の先端側をシースとともに示す部分断面図
【図１５】図４の第１の開口部及び第２の開口部が挿入部の先端面に位置する１つのノズ
ル部に設けられた変形例を示す挿入部の先端面の拡大平面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
（第１実施の形態）
　図１は、本実施の形態の立体内視鏡を具備する内視鏡装置の構成を概略的に示す図、図
２は、図１の内視鏡装置のブロック図、図３は、図１、図２の表示ユニットに被検部位の
第１の観察画像または第２の観察画像が表示されている状態と、第１の撮像素子または第
２の撮像素子に被検部位が第１の観察画像または第２の観察画像として結像された状態と
を並べて示す図である。
【００１９】
　図１、図２に示すように、内視鏡装置１００は、被検体内の被検部位の立体像を撮像す
る立体内視鏡１と、周辺装置５０とを具備して主要部が構成されている。
【００２０】
　立体内視鏡１は、被検体内に挿入される挿入部２と、該挿入部２の挿入方向Ｓの基端（
以下、単に基端と称す）に連設された操作部３とを具備している。また、立体内視鏡１は
、操作部３から延出されたユニバーサルコード４と、該ユニバーサルコード４の延出端に
設けられたコネクタ５とを具備している。
【００２１】
　尚、図１においては、立体内視鏡１は、挿入部２が可撓性を有する軟性鏡を例に挙げて
示しているが、挿入部２が硬質な硬性鏡であっても構わない。
【００２２】
　周辺装置５０は、画像処理ユニット５１と、該画像処理ユニット５１に接続された３Ｄ
モニタ等の表示ユニット５２と、画像処理ユニット５１に接続された入力ユニット５３と
を具備している。
【００２３】
　尚、立体内視鏡１は、コネクタ５が画像処理ユニット５１に着脱自在なことにより、画
像処理ユニット５１に接続自在となっている。
【００２４】
　また、図２に示すように、挿入部２の挿入方向Ｓの先端（以下、単に先端と称す）内に
被検部位を撮像する撮像ユニット８が設けられている。撮像ユニット８は、被検部位を観
察する第１の対物光学系２１と、被検部位を観察する第２の対物光学系２２とを具備して
いる。
【００２５】
　さらに、撮像ユニット８は、図３に示すように、第１の対物光学系２１を介して被検部
位が第１の観察画像２０１として結像される第１の撮像素子３１を具備している。また、
撮像ユニット８は、第２の対物光学系２２を介して被検部位が第１の観察画像２０１とは
視差を有した第２の観察画像２０２として結像される第２の撮像素子３２を具備している
。
【００２６】
　即ち、撮像ユニット８は、第１の観察画像２０１と、該第１の観察画像２０１とは視差
を有する第２の観察画像２０２とを撮像する機能を有している。
【００２７】
　第１の対物光学系２１の内、挿入方向Ｓの最も前方に位置するレンズが第１の観察窓で
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ある第１の対物レンズ１１として、挿入部２の先端の先端面２ｓにレンズ面１１ｍが露出
するよう位置している。尚、第１の観察窓としては、対物レンズに限定されず、カバーガ
ラス等であっても構わない。以下、第１の観察窓の一例として対物レンズを挙げて説明す
る。
【００２８】
　また、第２の対物光学系２２の内、挿入方向Ｓの最も前方に位置するレンズが第２の観
察窓である第２の対物レンズ１２として、先端面２ｓにレンズ面１２ｍが露出するよう位
置している。尚、第２の観察窓としては、対物レンズに限定されず、カバーガラス等であ
っても構わない。以下、第２の観察窓の一例として対物レンズを挙げて説明する。
【００２９】
　尚、先端面２ｓにおける第１の対物レンズ１１、第２の対物レンズ１２の配置位置及び
先端面２ｓに設けられた他の部材については後述する。
【００３０】
　また、挿入部２の先端内において、第１の撮像素子３１は、第１の対物光学系２１より
も挿入方向Ｓの後方に位置している。さらに、挿入部２の先端内において、第２の撮像素
子３２も、第２の対物光学系２２よりも挿入方向Ｓの後方に位置している。
【００３１】
　第１の撮像素子３１に、第１の撮像ケーブル５５の先端が接続されている。また、第２
の撮像素子３２に、第２の撮像ケーブル５６の先端が接続されている。
【００３２】
　第１の撮像ケーブル５５及び第２の撮像ケーブル５６は、挿入部２及び操作部３内に挿
通されている。また、第１の撮像ケーブル５５及び第２の撮像ケーブル５６は、各基端が
、コネクタ５が画像処理ユニット５１に接続された際、画像処理ユニット５１の撮像画像
生成部６０に接続される。
【００３３】
　撮像画像生成部６０は、第１の画像生成部６１と第２の画像生成部６２とを具備してい
る。第１の画像生成部６１は、第１の撮像素子３１に結像された第１の観察画像２０１を
生成する。また、第２の画像生成部６２は、第２の撮像素子３２に結像された第２の観察
画像２０２を生成する。
【００３４】
　また、撮像画像生成部６０は、立体表示処理部７０に接続されている。さらに、立体表
示処理部７０は、表示ユニット５２に接続されている。
【００３５】
 立体表示処理部７０は、図３に示すように、表示ユニット５２に対して、第１の観察画
像２０１と第２の観察画像２０２とを交互に繰り返し表示する。観察者は、表示ユニット
５２に繰り返し表示される第１の観察画像２０１及び第２の観察画像２０２を、専用の立
体視眼鏡を介して左目で第１の観察画像２０１のみを観察し右目で第２の観察画像２０２
のみを観察する。このことにより、観察者は、被検部位を立体視することができる。
【００３６】
　尚、以下、本実施の形態においては、図３に示すように、第１の撮像素子３１及び第２
の撮像素子３２に結像される第１の観察画像２０１並びに第２の観察画像２０２の上下左
右方向を、上下左右方向と規定する。
【００３７】
　具体的には、重力方向における下方と被検部位の下方とが一致した状態において、第１
の対物レンズ１１及び第２の対物レンズ１２が被検部位を正面視した際、第１の対物レン
ズ１１を介して第１の撮像素子３１に結像される第１の観察画像２０１並びに第２の対物
レンズ１２を介して第２の撮像素子３２に結像される第２の観察画像２０２の上下左右方
向を、上下左右方向と規定する。
【００３８】
　この時、先端面２ｓの重力方向における下方を下方向（図３－５、９－１４ではＤＯＷ
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Ｎと示す）と規定する。先端面２ｓの下方向の反対方向を上方向（図３－５、９－１４で
はＵＰと示す）と規定する。先端面２ｓを挿入方向Ｓの方向で見たときに、上方向から時
計回りに９０度の方向を右方向（図３、４、６、７、９－１１、１３ではＲＩＧＨＴと示
す）と規定する。右方向の反対方向を左方向（図３、４、６、７、９－１１、１３ではＬ
ＥＦＴと示す）と規定する。
【００３９】
　また、図３に示すように、第１の撮像素子３１または第２の撮像素子３２によって規定
される上下左右方向は、表示位置調整部７３によって、位置が調整されて表示面５２ｍに
表示される第１の観察画像２０１または第２の観察画像２０２の上下左右方向と一致して
いる。
【００４０】
　次に、挿入部２の先端面２ｓの構成について、図４を用いて説明する。図４は、図１の
IV線で囲った挿入部の先端面の拡大平面図である。
【００４１】
　図４に示すように、挿入部２の先端部における先端面２ｓに、第１の対物レンズ１１と
第２の対物レンズ１２とが設けられている。尚、第１の対物レンズ１１と第２の対物レン
ズ１２とは同軸上において設定間隔離間して設けられている。
【００４２】
　また、先端面２ｓにおいて、第１の対物レンズ１１よりも上方向に第１のノズル部１８
が設けられている。
【００４３】
　第１のノズル部１８は、第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍに向けて第１の対物レ
ンズ１１の外周に対向して位置するとともに、第１の対物レンズ１１の光学中心１１ｃか
ら所定の距離ａだけ離間して位置する第１の送出部である第１の開口部１８ｋから流体Ｒ
を送出する。
【００４４】
　さらに、先端面２ｓにおいて、第２の対物レンズ１２よりも上方向に第２のノズル部１
９が設けられている。
【００４５】
　第２のノズル部１９は、第２の対物レンズ１２のレンズ面１２ｍに向けて第２の対物レ
ンズ１２の外周に対向して位置するとともに、第２の対物レンズ１２の光学中心１２ｃか
ら所定の距離ｂだけ離間して位置する第２の送出部である第２の開口部１９ｋから流体Ｒ
を送出する。
【００４６】
　尚、第１の開口部１８ｋの開口軸方向と第２の開口部１９ｋの開口軸方向とは平行に位
置している。また、第１の開口部１８ｋの第１の対物レンズ１１の光学中心１１ｃからの
距離ａと、第２の開口部１９ｋの第２の対物レンズ１２の光学中心１２ｃからの距離ｂと
は、一致している（ａ＝ｂ）または略一致している（ａ≒ｂ）。
【００４７】
　また、第２の開口部１９ｋからレンズ面１２ｍに流体Ｒを送出する方向は、第１の開口
部１８ｋからレンズ面１１ｍに送出される流体Ｒの供給方向Ｗと一致している。
【００４８】
　即ち、本実施の形態においては、流体Ｒの供給方向Ｗは、第１の撮像素子３１及び第２
の撮像素子３２の上方向となる側及び下方向となる側を結ぶ方向Ｐに平行な方向に一致し
ている。
【００４９】
　このことにより、第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍ及び第２の対物レンズ１２の
レンズ面１２ｍに対しては、上方向から流体Ｒが供給される。その結果、レンズ面１１ｍ
、１２ｍには、上方向から下方向に向けて流体Ｒが流れる。
【００５０】
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　即ち、図３に示すように、表示ユニット５２を、専用の立体視眼鏡を掛けた状態で観察
している観察者にとっては、右目で観察する第１の観察画像２０１においても左目で観察
する第２の観察画像２０２においても、上方向から流体Ｒが供給されている状態にて観察
することができる。
【００５１】
　尚、レンズ面１１ｍ、１２ｍに撥水コーティングや親水コーティングのいずれかが施さ
れていても良い。このことによれば、より各レンズ面１１ｍ、１２ｍから液体が除水され
やすくなるため、観察性が向上する。
【００５２】
　また、第１のノズル部１８及び第２のノズル部１９、即ち第１の開口部１８ｋ及び第２
の開口部１９ｋは、各流体Ｒの供給方向Ｗが方向Ｐに一致していれば、先端面２ｓにおい
て、それぞれ第１の対物レンズ１１及び第２の対物レンズ１２に対して下方向に、それぞ
れ距離ａ、ｂだけ離間して設けられていても構わない。
【００５３】
　よって、先端面２ｓにおいて、第１のノズル部１８及び第２のノズル部１９即ち第１の
開口部１８ｋ及び第２の開口部１９ｋは、第１の対物レンズ１１及び第２の対物レンズ１
２に対してそれぞれ距離ａ、ｂだけ離間して上方向または下方向に設けられていれば良い
。
【００５４】
　上述したように、第１のノズル部１８及び第２のノズル部１９、即ち第１の開口部１８
ｋ及び第２の開口部１９ｋは、が、第１の対物レンズ１１及び第２の対物レンズ１２に対
してそれぞれ距離ａ、ｂだけ離間して左右いずれかの方向に設けられている場合は、各対
物レンズ１１、１２のレンズ面１１ｍ、１２ｍに左右方向側から流体Ｒが供給されてしま
う。その結果、表示ユニット５２に表示される第１の観察画像２０１または第２の観察画
像２０２を観察する観察者が違和感を覚えてしまう可能性がある。しかしながら、各ノズ
ル部１８、１９、即ち第１の開口部１８ｋ及び第２の開口部１９ｋが各対物レンズ１１、
１２に対して上下いずれかの方向に設けられていれば、流体Ｒの供給に伴う違和感を観察
者が覚えてしまうことがない。
【００５５】
　また、通常、流体Ｒは、重力方向下方に向かって供給する方が各ノズル部１８、１９か
ら供給しやすい。よって、先端面２ｓにおいて、第１のノズル部１８及び第２のノズル部
１９、即ち第１の開口部１８ｋ及び第２の開口部１９ｋは、第１の対物レンズ１１及び第
２の対物レンズ１２に対して下方向よりも上方向に設けられていることが好ましい。
【００５６】
　尚、第１の開口部１８ｋから第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍに供給される単位
時間当たりの流体Ｒの流量と、第２の開口部１９ｋから第２の対物レンズ１２のレンズ面
１２ｍに供給される単位時間当たりの流体Ｒの流量とは等しくなるよう、または略等しく
なるよう設定されている。
【００５７】
　さらに、先端面２ｓにおいて、図４に示すように、第１のノズル部１８及び第２のノズ
ル部１９が、第１の対物レンズ１１及び第２の対物レンズ１２に対して上方向に設けられ
ている場合、第１の対物レンズ１１及び第２の対物レンズ１２に対して下方向に、それぞ
れ設定間隔離間して被検体内を照明する第１の照明レンズ１３と、第２の照明レンズ１４
とが設けられている。
【００５８】
　次に、第１のノズル部１８及び第２のノズル部１９に対して流体Ｒを供給する構成につ
いて、図５～図８を用いて簡単に説明する。
【００５９】
　図５は、図４中のV-V線に沿う内視鏡の挿入部の先端側を、一部を断面にして示す図、
図６は、図４中のVI-VI線に沿う内視鏡の挿入部の先端側を、一部を断面にして示す図で
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ある。
【００６０】
　また、図７は、図６の第１のノズル部及び第２のノズル部に流体を供給する管路構成の
変形例を、内視鏡の挿入部の先端側ととともに一部を断面にして示す図、図８は、図１の
内視鏡の操作部に設けられた送気送水切り換え装置の構成の概略を示す部分断面図である
。
【００６１】
　図５及び図６に示すように、挿入部２の先端内において、第１のノズル部１８に対して
挿入部２内に挿通された送気送液管路９０の先端が接続されている。このことにより、送
気送液管路９０は、第１の開口部１８ｋに連通している。また、挿入部２の先端内におい
て、第２のノズル部１９に対して、送気送液管路９０から分岐した送気送液管路９２の先
端が接続されている。このことにより、送気送液管路９２は、第２の開口部１９ｋに連通
している。尚、送気送液管路９０と送気送液管路９２とは、流路径が等しく形成されてい
る。
【００６２】
　また、図７に示すように、挿入部２の先端内において、第１のノズル部１８に、挿入部
２内に挿通された送気送液管路９０の先端から分岐した送気送液管路９１の先端が接続さ
れていても構わない。さらに、図７に示すように、挿入部２の先端内において、第２のノ
ズル部１９に、送気送液管路９０の先端から分岐した送気送液管路９２の先端が接続され
ていても構わない。尚、送気送液管路９１と送気送液管路９２とは、流路径が等しく形成
されている。
【００６３】
　また、送気送液管路９０の基端には、挿入部２内において、挿入部２及び操作部３内に
挿通された送気管路９５の先端及び送液管路９６の先端が接続されている。尚、送気管路
９５の基端及び送液管路９６の基端は、操作部３内において、操作部３に設けられた送気
送水切り換え装置１１０のシリンダ１１０ｓの挿入方向Ｓの先端側部位に接続されている
。
【００６４】
　また、操作部３内において、送気送水切り換え装置１１０のシリンダ１１０ｓの挿入方
向Ｓの基端側部位に、送気管路９７の先端及び送液管路９８の先端が接続されている。送
気管路９７及び送液管路９８は、操作部３、ユニバーサルコード４、コネクタ５内に挿通
されている。尚、送気管路９７の基端は、コネクタ５において気体供給源に接続されてい
る。また、送液管路９８の基端は、コネクタ５において液体供給源に接続されている。
【００６５】
　図８に示すように、送水切り換え装置１１０は、シリンダ１１０ｓ内において、押下釦
１１１によって押下操作可能な本体部１１０ｈを具備している。本体部１１０ｈは、内部
に２つの連結管路１１２、１１３を具備している。
【００６６】
　送水切り換え装置１１０は、本体部１１０ｈが図８に示す位置では、送気管路９７から
送気管路９５への気体の供給を遮断し、送液管路９８から送液管路９６への液体の供給を
遮断する。
【００６７】
　また、送水切り換え装置１１０は、押下釦１１１が押下され、本体部１１０ｈが図８に
示す位置から下方に第１の距離だけ押し込まれた位置では、連結管路１１２を介して送気
管路９７と送気管路９５とを連通させる。
【００６８】
　このことにより、送水切り換え装置１１０は、送気管路９７から連結管路１１２を介し
て送気管路９５に気体が供給されるよう機能する。
【００６９】
　さらに、送水切り換え装置１１０は、押下釦１１１がさらに押下され、本体部１１０ｈ
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が図８に示す位置から下方に第１の距離よりも長い第２の距離だけ押し込まれた位置では
、連結管路１１２を介して送気管路９７と送気管路９５とを連通させる。さらに、連結管
路１１３を介して送液管路９８と送液管路９６とを連通させる。
【００７０】
　このことにより、送水切り換え装置１１０は、送気管路９７から連結管路１１２を介し
て送気管路９５に気体が供給されるよう機能する。また、送水切り換え装置１１０は、送
液管路９８から連結管路１１３を介して送液管路９６に液体が供給されるよう機能する。
【００７１】
　尚、送水切り換え装置１１０の構成は周知であるため、これ以上の詳しい説明は省略す
る。
【００７２】
　また、気体供給源から送気管路９７、連結管路１１２、送気管路９５、送気送液管路９
０を介して第１のノズル部１８、第２のノズル部１９に供給される流体Ｒを構成する気体
としては、空気等が挙げられる。
【００７３】
　さらに、液体供給源から送液管路９８、連結管路１１３、送液管路９６、送気送液管路
９０を介して第１のノズル部１８、第２のノズル部１９に供給される流体Ｒを構成する液
体としては、滅菌水、生理食塩水等の生体適合性を有する液体が挙げられる。
【００７４】
　以上のように、図５、図６に示す構成であれば、第１のノズル部１８に、送気送液管路
９０の先端が接続されている。また、第２のノズル部１９に、送気送液管路９０から分岐
した送気送液管路９２の先端が接続されている。さらに、送気送液管路９０の基端に送気
管路９５及び送液管路９６の各先端が接続されている。
【００７５】
　また、図７に示す構成であれば、第１のノズル部１８に、送気送液管路９０から分岐し
た送気送液管路９１の先端が接続されている。また、第２のノズル部１９に、送気送液管
路９０から分岐した送気送液管路９２の先端が接続されている。さらに、送気送液管路９
０の基端に送気管路９５及び送液管路９６の各先端が接続されている。
【００７６】
　よって、本実施の形態においては、第１のノズル部１８に気体を供給する送気管路と、
第２のノズル部１９に気体を供給する送気管路とを、送気管路９５として共通化している
。また、第１のノズル部１８に液体を供給する送液管路と、第２のノズル部１９に液体を
供給する送液管路とを、送液管路９６として共通化している。
【００７７】
　このことから、ノズル部１８、１９毎に別々に送気管路及び送水管路を設ける場合より
も、挿入部２内に挿通される管路の本数が少なくなるため、挿入部２の径の小径化を図る
ことができる。即ち、安価かつ簡単な構成にて各ノズル部１８、１９への流体供給機構を
構成できる。
【００７８】
　また、送気送水切り換え装置１１０は、送気管路９５を介して第１のノズル部１８及び
第２のノズル部１９への気体の供給遮断を同時に行えるように構成されている。さらに、
送気送水切り換え装置１１０は、送気管路９５及び送液管路９６を介して第１のノズル部
１８及び第２のノズル部１９への気体、液体の供給遮断の制御を同時に行えるように構成
されている。
【００７９】
　即ち、押下釦１１１の押下操作によって、気体の供給、または気体及び液体の供給が指
示された際、第１のノズル部１８の開口部１８ｋ及び第２のノズル部１９の開口部１９ｋ
からは、同時に気体または気体及び液体が噴出する構成となっている。
【００８０】
　このことに加え、下記３つの構成により、第１の対物レンズ１１及び第２の対物レンズ
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１２へは、単位時間当たりにおいて、流体が同じ速度または流量で供給される。尚、３つ
の構成１つ目としては、上述したようにａ＝ｂまたはａ≒ｂとなっていることが挙げられ
る。また、２つ目としては、送気管路９５、送液管路９６の先端は、送気送液管路９０に
接続されていることが挙げられる。さらに、３つ目としては、送気送液管路９０の先端ま
たは該先端から分岐した送気送液管路９１は第１のノズル部１８に接続され、送気送液管
路９０から分岐した送気送液管路９２の先端は、第２のノズル部１９に接続されているこ
とが挙げられる。
【００８１】
　尚、本実施の形態においては、第１のノズル部１８の開口部１８ｋ及び第２のノズル部
１９の開口部１９ｋから、同時に気体または気体及び液体を噴出させる構成として、構成
を簡略化するため、１つの送気送水切り換え装置１１０を用いている。
【００８２】
　これに限らず、第１のノズル部１８に接続される送気送水用管路、第２のノズル部１９
に接続される送気送水用管路毎に、気体または気体及び液体の供給遮断を制御する送気送
水切り換え装置を設けられていても構わない。この構成においては、送気送水切り換え装
置毎に、第１のノズル部１８、第２のノズル部１９への気体または気体及び液体の供給遮
断を同時に制御する。
【００８３】
　しかしながら、本実施の形態のように、１つの送気送水切り換え装置１１０を用いる構
成の方が、安価かつ簡単に各ノズル部１８、１９への流体の供給機構を構成できる。
【００８４】
　このように、本実施の形態においては、先端面２ｓにおいて、第１のノズル部１８及び
第２のノズル部１９は、第１の対物レンズ１１及び第２の対物レンズ１２に対して上方向
に離間して設けられていると示した。
【００８５】
　また、先端面２ｓにおいて、第１の開口部１８ｋと第２の開口部１９ｋとは平行に位置
していると示した。
【００８６】
　さらに、第２の開口部１９ｋからレンズ面１２ｍに流体Ｒを供給する方向は、第１の開
口部１８ｋからレンズ面１１ｍに供給される流体の供給方向Ｗと一致していると示した。
【００８７】
　このことによれば、第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍ及び第２の対物レンズ１２
のレンズ面１２ｍに対しては、共に上方向から流体Ｒが供給されることにより、上方向か
ら下方向に流体Ｒが流れる。
【００８８】
　即ち、図３に示すように、表示ユニット５２を、専用の立体視眼鏡を掛けた状態で観察
している観察者にとっては、右目で観察する第１の観察画像２０１においても左目で観察
する第２の観察画像２０２においても、上方向から流体が供給されている状態にて観察す
ることができる。
【００８９】
　よって、被検部位の観察中に、第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍ及び第２の対物
レンズ１２のレンズ面１２ｍに流体Ｒを供給することによって、レンズ面１１ｍ、１２ｍ
の汚れや曇りを除去する最中であっても、第１の観察画像２０１と第２の観察画像とにお
いては、レンズ面１１ｍ、１２ｍを流れる流体の供給方向が同じに見える。このことから
、各観察画像２０１、２０２において被検部位の見え方が同じとなる。よって、観察者が
各観察画像２０１、２０２に違和感を覚えたり、観察者の目が疲れたりしてしまうことが
無い。
【００９０】
　また、本実施の形態においては、さらに、第１の開口部１８ｋと第１の対物レンズ１１
の光学中心１１ｃとの間の距離ａは、第２の開口部１９ｋと第２の対物レンズ１２の光学
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中心１２ｃとの距離ｂと等しくなっている、または略等しくなっていると示した。
【００９１】
　さらに、第１の開口部１８ｋから第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍに供給される
単位時間当たりの流体Ｒの流量と、第２の開口部１９ｋから第２の対物レンズ１２のレン
ズ面１２ｍに供給される単位時間当たりの流体Ｒの流量とは等しくなるよう、または略等
しくなるよう設定されていると示した。
【００９２】
　このことによれば、第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍ及び第２の対物レンズ１２
のレンズ面１２ｍに対しては、共に上方向から流体が同量、同速度にて供給される。
【００９３】
　即ち、図３に示すように、表示ユニット５２を、専用の立体視眼鏡を掛けた状態で観察
している観察者にとっては、右目で観察する第１の観察画像２０１においても左目で観察
する第２の観察画像２０２においても、上方向から流体が同量、同速度で供給されている
状態にて観察することができる。
【００９４】
　よって、被検部位の観察中に、第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍ及び第２の対物
レンズ１２のレンズ面１２ｍに流体Ｒを供給することによって、レンズ面１１ｍ、１２ｍ
の汚れや曇りを除去する最中であっても、第１の観察画像２０１と第２の観察画像とにお
いては、レンズ面１１ｍ、１２ｍを流れる流体の供給方向、供給速度、供給量が同じに見
える。
【００９５】
　このことから、各観察画像２０１、２０２において被検部位の見え方が同じとなる。よ
って、観察者が各観察画像２０１、２０２に違和感を覚えたり、観察者の目が疲れたりし
てしまうことが無い。
【００９６】
　また、第１の対物レンズ１１、第２の対物レンズ１２に確実に流体Ｒを供給することが
できることから、レンズ面１１ｍ、１２ｍの汚れや曇りを確実に除去することができる。
【００９７】
　以上から、各観察画像２０１、２０２を観察中に流体Ｒの供給により各対物レンズ１１
、１２のレンズ面１１ｍ、１２ｍの汚れや曇りを除去する場合であっても、観察者が観察
しやすい立体内視鏡１を提供することができる。
【００９８】
　尚、以下、変形例を、図９を用いて示す。図９は、図４の先端面において第１のノズル
部及び第２のノズル部が、第１の撮像素子及び第２の撮像素子の上方向となる側と下方向
となる側とを結ぶ方向に対して設定角度交差する方向にずれて位置している変形例を示す
挿入部の先端面の拡大平面図である。
【００９９】
　尚、本変形例においては、図９に示すように、先端面２ｓにおいて、第１の照明レンズ
１３及び第２の照明レンズ１４は、第１の対物レンズ１１、第２の対物レンズ１２に対し
、第１のノズル部１８、第２のノズル部１９よりもそれぞれ上方に離間した位置に設けら
れているとする。
【０１００】
　上述した本実施の形態においては、先端面２ｓにおいて、第１のノズル部１８の第１の
開口部１８ｋ及び第２のノズル部１９の第２の開口部１９ｋは、第１の対物レンズ１１及
び第２の対物レンズ１２に対して上方向にそれぞれａ、ｂだけ離間して設けられており、
ａ＝ｂまたはａ≒ｂであると示した。
【０１０１】
　これに限らず、図９に示すように、第１のノズル部１８の第１の開口部１８ｋは、先端
面２ｓを平面視した際、第１の対物レンズ１１と第１の照明レンズ１３との間の領域Ｑ１
から、方向Ｐに対して設定角度θだけ交差する方向Ｖに沿ってずれて位置していても構わ
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ない。
【０１０２】
　また、第２のノズル部１９の第２の開口１９ｋは、先端面２ｓを平面視した際、第２の
対物レンズ１２と第２の照明レンズ１４との間の領域Ｑ２から、方向Ｐに対して設定角度
θだけ交差する方向Ｖに沿ってずれて位置していても構わない。
【０１０３】
　尚、本変形例においても、第１のノズル部１８の開口部１８ｋ及び第２のノズル部１９
の開口部１９ｋは、第１の対物レンズ１１及び第２の対物レンズ１２の各光学中心１１ｃ
、１２ｃに対して方向Ｖにそれぞれａ、ｂだけ離間して設けられており、ａ＝ｂまたはａ
≒ｂとなっている。
【０１０４】
　また、本変形例においても、先端面２ｓにおいて、第１の開口部１８ｋの開口軸方向と
第２の開口部１９ｋの開口軸方向とは平行に位置している。
【０１０５】
　このことから、第２の開口部１９ｋからレンズ面１２ｍに流体Ｒを供給する方向は、第
１の開口部１８ｋからレンズ面１１ｍに供給される流体の供給方向Ｗと一致している。
【０１０６】
　即ち、本実施の形態においては、流体Ｒの供給方向Ｗは、第１の撮像素子３１及び第２
の撮像素子３２の上方向となる側及び下方向となる側を結ぶ方向Ｐに対して設定角度θ交
差する方向Ｖに平行な方向に一致している。尚、その他の構成は、上述した本実施の形態
と同様である。
【０１０７】
　このような構成によっても本実施の形態と同様の効果を得ることができる。また、先端
面２ｓにおける第１のノズル部１８、第２のノズル部１９の配置レイアウトの自由度が向
上する。
【０１０８】
　さらに、第１のノズル部１８、第２のノズル部１９が領域Ｑ１、Ｑ２から方向Ｖに沿っ
てそれぞれずれて位置していることから、先端面２ｓにおける空き領域に、各ノズル部１
８、１９を配置することができる。よって、挿入部２を、方向Ｐにおいて小径化すること
ができることから、挿入部２の小径化を本実施の形態よりも実現することができる。
【０１０９】
　尚、以下、別の変形例を、図１０を用いて示す。図１０は、図４の先端面における第１
の照明レンズ及び第２の照明レンズの配置位置を、第１の対物レンズ及び第２の対物レン
ズを基準として決める変形例を示す挿入部の先端面の拡大平面図である。
【０１１０】
　図１０に示すように、本変形例においても、先端面２ｓにおいて、第１のノズル部１８
の開口部１８ｋ及び第２のノズル部１９の開口部１９ｋは、第１の対物レンズ１１及び第
２の対物レンズ１２の各光学中心１１ｃ、１２ｃに対して上方向に距離ａ、ｂだけそれぞ
れ離間して設けられており、ａ＝ｂまたはａ≒ｂとなっている。
【０１１１】
　また、本変形例においても、先端面２ｓにおいて、第１の開口部１８ｋと第２の開口部
１９ｋとは平行に位置している。このことから、第２の開口部１９ｋからレンズ面１２ｍ
に流体Ｒを供給する方向は、第１の開口部１８ｋからレンズ面１１ｍに供給される流体の
供給方向Ｗと一致している。
【０１１２】
　しかしながら、本変形例においては、先端面２ｓにおいて、第１の照明レンズ１３、第
２の照明レンズ１４は、第１の対物レンズ１１の光学中心１１ｃと第２の対物レンズ１２
の光学中心１２ｃとを結ぶ線に垂直な方向Ｐに沿った各中心１１ｃ、１２ｃの２等分線上
に位置している。
【０１１３】



(14) JP 5583880 B1 2014.9.3

10

20

30

40

50

　また、先端面２ｓにおいて、第１の照明レンズ１３は、各対物レンズ１１、１２よりも
下方に設けられている。また、第２の照明レンズ１４は、各対物レンズ１１、１２よりも
上方に設けられている。
【０１１４】
　さらに、第１の照明レンズ１３は、該第１の照明レンズ１３の中心１３ｃと第１の対物
レンズ１１の光学中心１１ｃとの間が距離ｃとなる位置に設けられている。また、第２の
照明レンズ１４は、該第２の照明レンズ１４の中心１４ｃと第２の対物レンズ１２の光学
中心１２ｃとの間が距離ｄとなる位置に設けられている。尚、距離ｃは、距離ｄと一致し
ている（ｃ＝ｄ）か、略一致している（ｃ≒ｄ）。尚、その他の構成は、上述した本実施
の形態と同様である。
【０１１５】
　このような構成によっても本実施の形態と同様の効果を得ることができる他、各照明レ
ンズ１３、１４から被検体内に照射され、反射される反射光は、同じような光量、角度に
て各対物レンズ１１、１２に入光される。
【０１１６】
　よって、第１の観察画像２０１と第２の観察画像とにおいては、明るさが同じように見
えることから、各観察画像２０１、２０２において被検部位の見え方が同じとなる。尚、
その他の効果は、上述した本実施の形態と同様である。
【０１１７】
　尚、以下、別の変形例を、図１５を用いて示す。図１５は、図４の第１の開口部及び第
２の開口部が挿入部の先端面に位置する１つのノズル部に設けられた変形例を示す挿入部
の先端面の拡大平面図である。
【０１１８】
　上述した本実施の形態においては、第１の開口部１８ｋは、先端面２ｓに設けられた第
１のノズル部１８に設けられており、第２の開口部１９ｋは、先端面２ｓに設けられた第
２のノズル部１９に設けられていると示した。
【０１１９】
　これに限らず、図１５に示すように、第１の開口部１８ｋ及び第２の開口部１９ｋは、
先端面２ｓに設けられた１つのノズル部２００に設けられていても構わない。
【０１２０】
　尚、この場合であっても、光軸中心１１ｃと第１の開口部１８ｋの距離ａと、光軸中心
１２ｃと第２の開口部１９ｋの距離ｂとは、等しくまたは略等しくなっている。
【０１２１】
　また、ノズル部２００に対して、図５、図６に示した送気送液管路９０、９２の先端は
、送気送液管路９０が第１の開口部１８ｋに連通し、送気送液管路９２が第２の開口部１
９ｋに連通するよう接続されている。
【０１２２】
　尚、図７に示すように、送気送液管路９１の先端が第１の開口部１８ｋに連通するよう
ノズル２００に接続されていても構わない。
【０１２３】
　また、図５、図６に示した送気送液管路９０、９２の分岐部をノズル２００の内部に位
置させてもよい。同様に、図７に示した送気送液管路９１、９２の分岐部もノズル２００
の内部に位置させてもよい。
【０１２４】
　このような構成によっても、上述した本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【０１２５】
（第２実施の形態）
　図１１は、本実施の形態の立体内視鏡の挿入部の先端面を、シースの先端面とともに示
す平面図、図１２は、図１１中のXII-XII線に沿う挿入部の先端側をシースとともに示す
部分断面図である。
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【０１２６】
　この第２実施の形態の立体内視鏡の構成は、上述した図１～図８に示した第１実施の形
態の立体内視鏡と比して、第１のノズル部及び第２のノズル部が挿入部の外周に被覆され
るシースの先端に設けられている点が異なる。
【０１２７】
　よって、この相違点のみを説明し、第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、
その説明は省略する。
【０１２８】
　尚、本実施の形態においても、第１の撮像素子３１及び第２の撮像素子３２に結像され
る第１の観察画像２０１並びに第２の観察画像２０２の上下左右方向を、上下左右方向と
規定する。また、図１２においては、図面を簡略化するため、第１の対物レンズ１１を省
略して示している。
【０１２９】
 図１１に示すように、本実施の形態の立体内視鏡の挿入部２の外周に、シース８０が被
覆されている。尚、シース８０の内周面と、挿入部２の外周面との間に周状の空間１４０
が形成されている。
【０１３０】
 シース８０の先端面８０ｓは、挿入部２の先端面２ｓよりも挿入方向Ｓの前方に位置し
ている。また、シース８０の先端には、シース８０の径方向の内側にＬ字状に延出する内
向フランジ８０ｆが周状に形成されている。Ｌ字状を有する内向フランジ８０ｆの径方向
内側の延出端における基端面８０ｆｋは、先端面２ｓにおける外周部近傍に当接している
。
【０１３１】
 尚、先端面２ｓに設けられた各対物レンズ１１、１２は、シース８０の先端に形成され
た開口８０ｋを介して挿入方向Ｓの前方に露出されている。
【０１３２】
　ここで、周状の内向フランジ８０ｆにおいて、第１の対物レンズ１１の上方向に、第１
のノズル部８１が設けられている。第１のノズル部８１は、第１の対物レンズ１１のレン
ズ面１１ｍに向けて第１の対物レンズ１１の外周に対向して位置する第１の送出部である
第１の開口部８１ｋから流体Ｒを供給する。
【０１３３】
　さらに、周状の内向フランジ８０ｆにおいて、第２の対物レンズ１２の上方向に、第２
のノズル部８２が設けられている。第２のノズル部８２は、第２の対物レンズ１２のレン
ズ面１２ｍに向けて第２の対物レンズ１２の外周に対向して位置する第２の送出部である
第２の開口部８２ｋから流体Ｒを供給する。
【０１３４】
　尚、第１のノズル部８１内の第１の開口部８１ｋに連通する流路と、第２のノズル部８
２内の第１の開口部８２ｋに連通する流路とは、周状の空間１４０の先端に連通している
。即ち、空間１４０は、第１のノズル部８１及び第２のノズル部８２に流体Ｒを供給する
流路を構成している。
【０１３５】
　また、空間１４０は、上述した第１実施の形態の送気送液管路９０に相当する。即ち、
空間１４０には、送気管路９５及び送液管路９６の各先端が接続される。また、操作部３
には、第１実施形態と同様に、送水切り換え装置１１０が設けられている。
【０１３６】
　また、本実施の形態においても、第１の開口部８１ｋと第２の開口部８２ｋとは平行に
位置している。また、第１の開口部８１ｋの第１の対物レンズ１１の光学中心１１ｃから
の距離ａと、第２の開口部８２ｋの第２の対物レンズ１２の光学中心１２ｃからの距離ｂ
とは、一致している（ａ＝ｂ）または略一致している（ａ≒ｂ）。
【０１３７】
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　また、第２の開口部８２ｋからレンズ面１２ｍに流体Ｒを供給する方向は、第１の開口
部８１ｋからレンズ面１１ｍに供給される流体Ｒの供給方向Ｗと一致している。
【０１３８】
　このことにより、第１実施の形態と同様に、第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍ及
び第２の対物レンズ１２のレンズ面１２ｍに対しては、上方向から流体Ｒが供給される。
【０１３９】
　尚、第１のノズル部８１及び第２のノズル部８２は、供給方向Ｗが方向Ｐに平行な方向
に一致していれば、周状の内向フランジ８０ｆにおいて、それぞれ第１の対物レンズ１１
及び第２の対物レンズ１２に対して下方向に、それぞれ距離ａ、ｂだけ離間して設けられ
ていても構わない。
【０１４０】
　よって、周状の内向フランジ８０ｆにおいて、第１のノズル部８１及び第２のノズル部
８２は、第１の対物レンズ１１及び第２の対物レンズ１２に対してそれぞれ距離ａ、ｂだ
け離間して上方向または下方向に設けられていれば良い。尚、その他の構成は、上述した
第１実施の形態と同様である。
【０１４１】
 このように、シース８０の先端に第１のノズル部８１、第２のノズル部８２が設けられ
ていたとしても上述した第１実施の形態と同様の効果を得ることができる。また、先端面
２ｓに各ノズル部１８、１９を設ける必要がなくなるため、挿入部２の小径化を図ること
ができる。
【０１４２】
　尚、以下、変形例を、図１３、図１４を用いて示す。図１３は、図１１のノズル部の変
形例の構成を、立体内視鏡の挿入部の先端面及びシースの先端面とともに示す平面図、図
１４は、図１３中のXIV-XIV線に沿う挿入部の先端側をシースとともに示す部分断面図で
ある。
【０１４３】
　上述した本実施の形態においては、周状の内向フランジ８０ｆにおいて、第１の対物レ
ンズ１１の上方向に、第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍに向けて第１の開口部８１
ｋから流体Ｒを供給する第１のノズル部８１が設けられていると示した。
【０１４４】
　さらに、周状の内向フランジ８０ｆにおいて、第２の対物レンズ１２の上方向に、第２
の対物レンズ１２のレンズ面１２ｍに向けて第２の開口部８２ｋから流体Ｒを供給する第
２のノズル部８２が設けられていると示した。
【０１４５】
　これに限らず、ノズル部は、周状の内向フランジ８０ｆにおいて周方向Ｊに等間隔とな
るよう複数設けられていても構わない。
【０１４６】
　具体的には、図１３、図１４に示すように、周方向Ｊにおいて、等間隔に、第１のノズ
ル部８１、第２のノズル部８２、第３のノズル部８４、第４のノズル部８４、第５のノズ
ル部８５、第６のノズル部８６、第７のノズル部８７、第８のノズル部８８として、例え
ば８つ周状の内向フランジ８０ｆに形成されていても構わない。各開口部８１ｋ、８２ｋ
、８３ｋ、８４ｋ、８５ｋ、８６ｋ、８７ｋ、８８ｋが各対物レンズ１１、１２の外周に
対向している。
【０１４７】
　尚、その他の構成は、上述した本実施の形態と同様である。
【０１４８】
　このような構成によれば、各対物レンズ１１、１２のレンズ面１１ｍ、１２ｍに対して
、流体Ｒが各開口部８１ｋ～８８ｋにより全周囲方向から供給される。このため、表示ユ
ニット５２を、専用の立体視眼鏡を掛けた状態で観察している観察者にとっては、右目で
観察する第１の観察画像２０１においても左目で観察する第２の観察画像２０２において
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【０１４９】
　よって、被検部位の観察中に、第１の対物レンズ１１のレンズ面１１ｍ及び第２の対物
レンズ１２のレンズ面１２ｍに流体Ｒを供給することによって、レンズ面１１ｍ、１２ｍ
の汚れや曇りを除去する最中であっても、第１の観察画像２０１と第２の観察画像とにお
いては、レンズ面１１ｍ、１２ｍを流れる流体の供給方向が略同じに見える。このことか
ら、各観察画像２０１、２０２において被検部位の見え方が同じとなる。
【０１５０】
 よって、観察者が各観察画像２０１、２０２に違和感を覚えたり、観察者の目が疲れた
りしてしまうことが無い。尚、その他の効果は、上述した本実施の形態と同様である。
【０１５１】
 尚、上述した第１、第２実施の形態においては、挿入部２の先端面２ｓに第１の対物レ
ンズ１１、１２が設けられた直視型の立体内視鏡を例に挙げて示したが、これに限らず、
挿入部２の先端部の外周側面に対物レンズ１１、１２が設けられた側視型の立体内視鏡に
も適用可能であるということは勿論である。
【０１５２】

　本出願は、２０１３年２月６日に日本国に出願された特願２０１３－０２１５７７号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範囲、
図面に引用されたものである。
【要約】
　挿入部２と、挿入部２の先端部に設けられた対物光学系１１と、先端部に設けられた対
物光学系１２と、対物光学系１１の光軸中心１１ｃから所定の距離ａ離間して設けられ、
対物光学系１１に向けて流体を送出する第１の開口部１８ｋと、対物光学系１２の光軸中
心１２ｃから所定の距離ａと同等の距離ｂ離間して設けられ、対物光学系１２に向けて第
１の開口部１８ｋと同一の供給方向に流体を送出する第２の開口部１９ｋと、を有する。
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